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な問題は、減免や上限設定があるにせよ利用料が１割

負担になる点と、成人しても一緒に暮らしている親や

兄弟の所得に応じた負担が課せられるような制度にな

る問題です。負担の増加により、必要な支援を受ける

ことを差し控えるようにならねばいいがと願っていま

す。ご心配な点がありましたらわかる範囲でお答えし

ますので、施設長や理事長にお尋ね下さい。 

 じねんじょも２年目を迎えました。より良い支援を

行うことができるように努力をしているつもりです

が、利用者の方々やご家族の方々のニーズに見合うだ

けの支援には至っていないのではと思っています。研

修を重ね、施設全体の機能や力量、職員の一人一人の

力量をさらに高めてゆく努力が必要だと思っていま

す。今後とも、ご指導ご支援のほどよろしくお願いい

たします。 

 
            社会福祉法人じねんじょ 

              理事長 金原洋治 

 

 障害者の暮らしに大きな影響を及ぼす障害者自

立支援法案が通常国会に提出され現在審議中で

す。法案の中身が公表されて以来、政府に対して

障害者団体から反対や修正のための行動が活発に

行われていますが、法案の成立は時間の問題のよ

うです。この法案が提出された背景にあるのはや

はり財源の問題です。団塊の世代およびその周辺

の１０００万人近くの人達が間もなく定年を迎

え、税収が大幅に減少する時代に突入すること。

もう一つは、平成１５年に支援費制度が導入さ

れ、ホームヘルプサービスなどの利用者が年々大

幅に増加し、安定した財源の保障が必要であるこ

とです。 

 この２つの状況から、今後長期間の見通しを

もって安定したサービスを行うことができる制度

改革が必要だという国の方針のようです。障害者

自立支援法案の骨子は、①身体障害・知的障害・

精神障害のサービスの一元化、②NPOなども参加

可能な２種社会福祉事業への転換による規制緩

和、③国の負担義務、④利用料の定率負担などが

主な内容ですが、障害者や家族にとって一番大き
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金原理事長も一緒にマンドリンコサートに参加♪♪ 

     演奏に合わせて素敵な歌声も披露しました！ 

☆キラリンピックで優勝☆ 

 

 ５月１５日（日）に山口の維新公園で開催された、

キラリンピックにメンバーの佐藤俊介くん(17歳)が

出場しました。

 

 陸上競技の「ビーンバック投」では銅メダルを獲

得し、「スラローム２」では、なんと金メダルを獲

得！！暑い日差しの下で大健闘でした。 

 6月の選考会で山口県代表に選ばれたら、11月に

岡山県で開催される全国大会に出場できます！！ 

 

じねんじょでは、みんなで佐藤くんの祝勝会を

行いました。 

 

佐藤くん、おめでとう(>_<) 

            年 間 行 事 予 定  

４月 一周年記念イベント 

 

５月 親子野外活動～海峡ドラマシップ～ 

 

６月 おぎゃー献金 贈呈式 

 

７月 七夕祭り 

 

８月 花火大会 馬関祭り 

 

９月 親子野外活動 

 

10月  じねんじょフェスティバル 
 

12月  クリスマス会 

 

１月   成人を祝う会 

 

２月 節分祭 
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春といえば・・・ 

    お花見です！！ 

深坂の森にも 

ドライブ！ドライブ！！ 

運転手の米村さんも 

  一緒にひなたぼっこ 

みんなで白鳥に 

えさをあげているのかな？ 

じねんじょの午後は 

みんなでゆっくりお茶タイム♪♪ 

イベント準備で 

  大忙し(>_<) 

河野さんのお礼状

をみんなで作成し

ました☆ 

勇輔くん 

育美さん 

朱乃さん 

乃里子さん 

じねんじょ１年生

のメンバーです。 

みなさんよろしく

お願いします！ 

夏休みはどんな楽しいことが待っているかな・・。また

違ったメンバーの様子をお伝えしたいと思っています。 
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「大地」の第2号を発行するにあた

りまして、編集に協力して下さっ

た皆様、大変ありがとうございました。 

 この度の通信は、じねんじょ２年目に新しく仲間

入りしたﾒﾝﾊﾞｰ・ｽﾀｯﾌの紹介も兼ねて発行致しまし

た。第1号の発行より2ヶ月余りしか経過していま

せんが、じねんじょではｲﾍﾞﾝﾄ盛りだくさんでし

た。ここには、ほんの一部分しか掲載することがで

きませんでしたが、春休みの慌ただしさや、イベン

ト風景を知って頂けたのではないでしょうか。 

 今年度が始まり、新しいﾒﾝﾊﾞｰ・ｽﾀｯﾌ共に去年よ

りも充実した生活を送っていきたいと考えておりま

す。皆様に、ご迷惑やご心配をおかけするかもしれ

ませんが、暖かく見守って頂ければ幸いです。第3

号の発行は9月中旬頃を予定しています。 

 ※新しいﾛｺﾞﾏｰｸは“ﾃﾞｻﾞｲﾝｽﾀｼﾞｵ(株)ﾜｰｸｽ・ﾌﾟﾛ”

の三戸光顕さんのﾃﾞｻﾞｲﾝです。 

          （池藤 八嶋 舩越 柴田） 

編集後記 

  

 

 
 

 

 

 

                            

 

 

 

 

           

お気軽に連絡ください。 

ボランティア募集しています！！ 

      

    寄付者氏名（敬称略、五十音順）3月1日～5月17日現在 

 

  ・じねんじょを育む会 

  ・重症心身障害者地域生活支援センター 保護者会 

  ・為井 健一 

  ・やまぐち小児科  

  ・山本 美代子         
 

   【ご寄付をいただきまして、ありがとうございまた。】 

 

「おぎゃ－献金」を 

   知っていますか？  
 

「おぎゃ－献金」という名前、ど

こかで耳にされた方も多いと思います。「おぎゃ－献

金」は、お産をされたお母さんを中心に、多くの

方々の暖かい善意をハンディキャップを持った子供

の保護、育成、またその研究にかかわる機関に献金

をする運動です。  

「おぎゃ－献金」は、鹿児島県で産婦人科医院を開

業していた遠矢善栄博士が、近くに住む重症心身障

害の三姉妹を知り、救済する方法を八方手をつくし

て調査したのですが、昭和３７年当時は収容施設す

らなく、救いの道が固く閉ざされているのを知り、

この子供たちに少しでも幸福を分け与えたいと、健

康な赤ちゃんを産んだお母さん方、立ち合った医

師、助産師、看護師さんに声をかけ、愛の献金をし

たのが発端です。遠矢博士の提案を受けて、日本産

婦人科医会は、昭和３９年からこの運動を全国的に

展開、今年度で発足４０年をむかえます。   

 この問、２０周年の記念式典では当時の皇太子

妃、宮妃紀子殿下もご臨席くださいました。平成１

５年度までの献金総累計額は４６億５,６４３万円余

に達し、全国延９７０の施設と、心身障害児のた

め、６１８の研究機関に献金を贈呈しています。ま

たこの運動は国内ばかりではなく、世界からも注目

されており、昭和５６年にはインドネシア、昭和６

２年にはイタリアで開催された″ユニセフ国際会

議″の招きを受けて講演もしています。 

 また、平成８年には韓国でも講演をいたしまし

た。５６年の会議開催国インドネシアでは、既にこ

の運動もスタ－トしています。本ホームページをご

らんになる方と私たち日本産婦人科医会の会員と

で、ハンディキャップを持つ人たちのために、今よ

り強い連帯ができていければと願っています。なお

献金は厳正を期するために「財団法人･日母おぎゃ－

献金基金」という日本産婦人科医会とは別の法人で

扱っています。 

     【日母 おぎゃー献金ホームページより】 

 今年度の「おぎゃー献金」は、全国で２６施設が

贈呈を受けますが、そのひとつに当センターが選ば

れました。「おぎゃー献金」の贈呈式を６月５日に当

センターで行う予定です。 

 大型絵本、ミュージックテーブル、ＤＶＤレコー

ダーなどたくさんの品物をいただきましたので、今

後の活動に役立てていきたいと思います。 

 平成16年12月～平成17年5月の間に8回ほど換金

に行きました。合計金額は￥25,155です。 

換金したお金は、メンバーの誕生日プレゼントや、買

い物に行った時のお小遣いとして使わせてもらってい

ます。 
 ご協力下さった皆さま、ありがとうございました。

引き続き、よろしくお願いいたします。 

担当：鈴木 西林 


